
中国の始まりの地、河南省
日
本
人
の
入
国
ビ
ザ
免
除
再
開
！
今
こ
そ
行
き
た
い
中
国
史
の
旅

歴
史
を
訪
ね
る
旅
の
起
点

鄭
州

庶
民
文
化
が
花
開
い
た
場
所

開
封

三
国
志
ゆ
か
り
の
地

許
昌

殷
王
朝
の
古
跡
郡

安
陽

　お問い合わせ

最
古
の
関
帝
廟
や
石
窟
遺
跡

洛
陽
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複
数
の
古
都
を
巡
る

観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス

日
本
人
観
光
客
に
オ
ス
ス
メ
の
ホ
テ
ル
も
続
々
開
業
！

■
伊
水
ホ
テ
ル（
洛
陽
市
）

■
ル
ビ
ー
ホ
テ
ル（
洛
陽
市
）

始
ま
り
の
場
所

河
南
省
の
魅
力
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中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処
は

月
２
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
、
「
『
你
好

ニ
ー
ハ
オ

！
中
国
』
河
南
省
Ｆ
Ａ
Ｍ

ツ
ア
ー
」
を
、
日
本
の
旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
、
出
版
業
界
、
写
真
家
、
作
曲
家
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

ー
な
ど
に
向
け
て
催
行
し
た
。
絢
爛

け
ん
ら
ん

た
る
５
千
年
あ
ま
り
の
歴
史
舞
台
に
た
び
た
び
登
場
し
て
き
た
河

南
省
。
日
本
で
も
お
な
じ
み
『
三
国
志
』
で
も
同
省
が
舞
台
に
な
っ
た
ほ
か
、
北
宋
時
代
に
は
華
や
か

な
庶
民
文
化
が
興
隆
す
る
な
ど
、
中
国
の
歴
史
・
文
化
を
体
感
す
る
に
は
最
適
な
場
所
だ
。

月

日

か
ら
は
、
観
光
な
ど
を
目
的
と
す
る
短
期
滞
在
に
つ
い
て
、
日
本
人
の
入
国
査
証
（
ビ
ザ
）
の
免
除
が

再
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
国
が
さ
ら
に
近
く
な
っ
た
今
、
同
省
の
中
で
も
特
に
見
ど
こ
ろ
の
多

い
鄭
州
市
、
開
封
市
、
安
陽
市
、
許
昌
市
、
洛
陽
市
を
紹
介
す
る
。

明代のアーチ橋

幻
想
的
な
夜
の
清
明
上
河
園

世
界
最
大
の
青
銅
器
「
后
母

戊
鼎
」
は
、
こ
こ
殷
墟
か
ら

出
土
し
た

灞
陵
橋

都
市
開
発
で
わ
ず
か
に
残
っ

た
城
壁
を
利
用
し
て
い
る

関
林
の
門

龍
門
石
窟

安
陽
市
は
河
南
省
北
部
の

都
市
。
こ
こ
に
は
中
国
の
古

代
王
朝
「
殷
」
の
遺
跡
「
殷

墟
」
が
残
っ
て
お
り
、
遺
跡

の
出
土
品
な
ど
を
見
学
で
き

る
。
安
陽
市
へ
は
、
河
南
省

の
省
都
・
鄭
州
市
か
ら
バ
ス

で
約
２
時
間
半
で
ア
ク
セ
ス

で
き
る
。

●
殷
墟
・
殷
墟
博
物
館

殷
墟
は
２
０
０
５
年
、
殷

の
遺
跡
発
掘
地
と
し
て
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
。
隣
接
す

る
殷
墟
博
物
館
で
は
、
殷
墟

で
発
掘
さ
れ
た
陶
器
、
青
銅

器
、
玉
器
が
お
よ
そ
４
千
点

以
上
展
示
さ
れ
て
い
る
。
中

国
国
内
で
使
用
さ
れ
て
い
た

最
古
の
文
字
「
甲
骨
文
字
」

の
展
示
も
見
学
で
き
る
。
同

博
物
館
で
は
現
在
も
考
古
学

研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
新
た
な
歴
史
的
発
見

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

●
中
国
文
字
博
物
館

世
界
で
も
珍
し
い「
文
字
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
博
物
館
。

古
代
中
国
で
使
わ
れ
た
甲
骨

文
字
に
加
え
、
漢
字
の
発
展

や
書
法
の
歴
史
、
少
数
民
族

の
文
字
な
ど
、
約
４
千
点
の

文
化
財
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。

鄭
州
は
河
南
省
の
省
都

で
、中
国
・
中
原
地
帯
で
最
大

の
都
市
。中
国
の
古
代
王
朝

「
商（
殷
）」の
都「
邑
」が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
場
所
で
、現
代

に
も
当
時
の
城
壁
が
一
部
残

っ
て
い
る
。中
国
文
明
の
発

祥
地
と
し
て
名
高
い
鄭
州
市

内
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
博
物

館
が
点
在
し
て
お
り
、当
時

の
生
活
様
式
や
遺
跡
か
ら
の

出
土
品
な
ど
を
見
学
で
き

る
。●

河
南
省
博
物
館

１
９
２
７
年
に
開
館
し
た

中
国
最
古
の
博
物
館
の
一
つ

で
、北
京
の
故
宮
博
物
館
、南

京
の
南
京
博
物
館
に
並
ぶ
中

国
三
大
博
物
館
の
一
つ
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。無
料
で

見
学
で
き
、先
史
時
代
や
商

代
、西
周
な
ど
、古
代
か
ら
中

世
ま
で
の
文
化
財
が
約

万

点
保
管
さ
れ
て
い
る
。

●
東
城
垣
遺
跡
博
物
館


平
方
㌔
㍍
あ
っ
た
と
さ

れ
る
商
代
の
城
壁
は
、現
在

も
約
７
㌔
㍍
に
わ
た
っ
て
残

さ
れ
て
い
る
。そ
の
一
部
を

利
用
し
て
作
ら
れ
た
の
が
、

東
城
垣
遺
跡
博
物
館
だ
。実

際
の
城
壁
遺
構
を
覆
う
よ
う

に
建
て
ら
れ
た
同
館
の
屋
内

で
は
、古
代
か
ら
近
代
に
至

る
ま
で
幾
度
と
な
く
再
利
用

さ
れ
て
き
た
城
壁
の
歴
史
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
で
学
習
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

●
独
特
の
河
南
・
演
劇
幻

城
中
国
に
は
、現
代
に
伝
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
演
劇
を
舞
台

シ
ョ
ー
と
し
て
楽
し
め
る
ス

ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
る
。「
独

特
の
河
南
・
演
劇
幻
城
」も
そ

の
一
つ
で
、
の
劇
場
が
１

カ
所
に
ま
と
ま
っ
た
世
界
最

大
規
模
の
演
劇
集
落
型
テ
ー

マ
パ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

河
南
省
の
土
地
や
食
料
、歴

史
に
ま
つ
わ
る
物
語
を
シ
ョ

ー
と
し
て
伝
承
し
て
お
り
、

毎
日
約
１
２
５
回
の
公
演
が

行
わ
れ
て
い
る
。

●
少
林
寺
・
塔
林

カ
ン
フ
ー
の
発
祥
地
と
し

て
知
ら
れ
る
少
林
寺
は
、鄭

州
市
・
登
封
の
山
間
部
に
あ

る
。嵩
山
の
奥
地
・
少
室
山
の

密
林
に
あ
る
こ
と
か
ら「
少

林
寺
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。寺

院
の
境
内
で
は
現
在
も
修
行

僧
が
活
動
し
て
い
る
姿
を
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。寺

の
周
辺
に
林
立
す
る
２
５
６

の
仏
舎
利
塔「
塔
林
」も
、貴

重
な
史
跡
と
し
て
有
名
な
観

光
ス
ポ
ッ
ト
だ
。夜
間
に
は
、

屋
外
で
盛
大
に
行
わ
れ
る
大

型
シ
ョ
ー
イ
ベ
ン
ト『
禅
宗

少
林
・
音
楽
大
典
』を
鑑
賞
で

き
、こ
ち
ら
も
国
内
外
の
観

光
客
か
ら
人
気
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。

開
封
は
黄
河
の
南
岸
に
位

置
す
る
工
業
都
市
。戦
国
時

代
に
は
魏
の
都（
当
時
は
大

梁
）が
置
か
れ
、そ
の
後
も
後

晋
、後
漢
、後
周
、北
宋
の
都

と
し
て
栄
え
た
。中
国
国
内

で
も
人
気
の
小
説『
水
滸
伝
』

の
舞
台
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
る
。

●
清
明
上
河
園

北
宋
の
画
家
・
張
擇
端
が

開
封（
当
時
は
東
京

と
う
け
い

）の
繁
栄

を
描
い
た
絵
巻
物『
清
明
上

河
図
』を
再
現
し
た
テ
ー
マ

パ
ー
ク
。当
時
の
開
封
で
暮

ら
し
て
い
た
人
々
の
生
活
を

疑
似
体
験
で
き
、屋
外
に
立

ち
並
ぶ
飲
食
店
や
土
産
物

店
、庭
園
や
池
な
ど
は
す
べ

て
当
時
の
街
並
み
を
再
現
し

て
い
る
。園
内
で
は
当
時
の

商
人
や
役
人
な
ど
の
服
装
を

レ
ン
タ
ル
で
き
る
ほ
か
、屋

外
公
演
さ
れ
る
『
大
宋
・

東
京
夢
華

と
う
け
い
む
か

』と
い
っ
た
シ
ョ

ー
イ
ベ
ン
ト
の
鑑
賞
を
楽
し

む
こ
と
も
で
き
る
。

●
大
相
国
寺

開
封
市
の
中
心
部
に
あ
る

有
名
な
仏
教
寺
院
の
一
つ
。

５
５
５
年
に
創
建
さ
れ
た

「
建
国
寺
」が
始
ま
り
で
、唐

代
に
睿
宗
が
皇
位
に
上
り
詰

め
た
こ
と
を
記
念
し
て「
大

相
国
寺
」と
名
付
け
ら
れ
た
。

清
代
に
再
建
さ
れ
た
寺
院

は
、現
代
で
も
当
時
の
ま
ま

の
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
。

境
内
に
は『
水
滸
伝
』に
登
場

す
る
魯
智
深

ろ
ち
し
ん

の
像
が
あ
る
ほ

か
、寺
院
の
奥
に
あ
る
羅
漢

堂
に
は
、高
さ
６
㍍
の
イ
チ

ョ
ウ
の
木
を
彫
っ
て
作
ら
れ

た
金
箔

き
ん
ぱ
く

塗
り
の
千
手
観
音
像

を
拝
む
こ
と
が
で
き
る
。

●
州
橋
・
汴
河

べ
ん
が

遺
跡

州
橋
は
、唐
代
中
期
に
建

設
さ
れ
た
運
河
を
ま
た
ぐ
石

造
り
の
橋
。当
時
運
河
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
汴
河
に

架
か
っ
て
お
り
、以
降
明
代

末
期
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ

て
き
た
が
、１
６
４
２
年
に

黄
河
氾
濫
に
よ
る
土
砂
に
よ

っ
て
姿
を
消
し
て
し
ま
っ

た
。１
９
８
４
年
に
発
掘
し

始
め
た
際
に
、幅

㍍
の
古

橋
の
遺
跡
を
発
見
。唐
代
や

明
代
の
遺
構
が
見
ら
れ
る
貴

重
な
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

る
。

中
国
の
平
原
地
帯
の
ほ
ぼ

中
心
部
に
位
置
す
る
河
南
省

は
、
黄
河
文
明
の
発
祥
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

歴
史
は
長
く
、
黄
河
文
明
の

新
石
器
文
化
「
仰
韶
文
化
」

に
始
ま
り
、
５
千
年
あ
ま
り

の
歴
史
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

都
が
置
か
れ
た
。
河
南
省
の

主
要
都
市
、
鄭
州
、
開
封
、

洛
陽
、
安
陽
は
、
中
国
を
代

表
す
る
古
代
都
市
と
し
て
有

名
で
、
中
国
の
十
大
古
都

（
西
安
・
北
京
・
南
京
・
成

都
・
大
同
・
杭
州
・
鄭
州
・

開
封
・
洛
陽
・
安
陽
）
の
半

数
は
こ
れ
ら
河
南
省
の
都
市

が
占
め
る
。
同
省
に
は
現
在


の
国
家
考
古
学
遺
跡
が
残

っ
て
お
り
、
こ
の
数
は
中
国

国
内
で
最
も
多
い
。

古
代
遺
跡
だ
け
で
な
く
、

河
南
省
に
は『
三
国
志
』に
登

場
す
る
数
々
の
史
跡
が
あ
る

こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

曹
操
が
本
拠
地
と
し
た
許
昌

や
、そ
の
後
に
魏
の
都
が
置

か
れ
た
洛
陽
に
は
、『
三
国

志
』を
読
ん
だ
人
に
と
っ
て

な
じ
み
深
い
観
光
地
が
多
数

存
在
す
る
。こ
の
ほ
か
に
も
、

庶
民
文
化
が
花
開
い
た
北
宋

時
代
の
都
・
開
封
に
は
、当
時

の
華
や
か
な
街
並
み
を
再
現

し
た
巨
大
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク

も
あ
り
、歴
史
の
学
習
以
外

に
も
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ

が
豊
富
に
あ
る
。

許
昌
市
は
、河
南
省
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
す
る
都
市

で
、『
三
国
志
』に
登
場
す
る

灞
陵
橋

は
り
ょ
う
き
ょ
う

や
許
昌
博
物
館
な

ど
歴
史
好
き
に
は
た
ま
ら
な

い
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
す
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、中
国
国
内

で
も
特
に
有
名
な
磁
器
の
名

産
地
・
神
垕

し
ん
こ
う

古
鎮
や
、三
国
時

代
の
魏
の
都
を
再
現
し
た
商

店
街
・
曹
魏
古
城
な
ど
、ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
も
楽
し
め
る
。

●
灞
陵
橋

『
三
国
志
』に
登
場
す
る
名

シ
ー
ン「
関
羽
と
曹
操
の
別

れ
」の
舞
台
と
な
っ
た
場
所

が
灞
陵
橋
だ
。曹
操
の
捕
虜

と
な
っ
て
い
た
関
羽
が
主
君

・
劉
備
の
存
命
の
知
ら
せ
を

知
り
、曹
操
か
ら
解
放
さ
れ

る
場
面
は
有
名
だ
が
、そ
の

様
子
を
形
に
し
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
敷
地
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。

三
国
志
の
英
雄
と
な
っ
た

関
羽
は
そ
ろ
ば
ん
を
発
明
し

た
人
物
と
も
い
わ
れ
て
お

り
、現
代
で
は「
商
業
の
神

様
」と
し
て
関
羽
を
祭
っ
た

「
関
帝
廟
」が
世
界
各
地
に
建

立
さ
れ
て
い
る
。中
国
に
も


万
軒
ほ
ど
の
関
帝
廟
が
あ

る
が
、曹
操
と
と
も
に
関
羽

が
祭
ら
れ
て
い
る
の
は
、こ

こ
灞
陵
橋
の
み
だ
と
い
う
。

●
神
垕
古
鎮

許
昌
市
・
禹
州
に
あ
る
神

垕
古
鎮
で
は
、中
国
の「
五
大

名
窯
」の
一
つ
、「
鈞
窯

き
ん
よ
う

」の
磁

器
文
化
を
堪
能
で
き
る
。過

去
数
千
年
以
上
に
わ
た
り
磁

器
の
生
産
が
行
わ
れ
て
お

り
、今
で
も
窯
の
火
は
消
え

る
こ
と
な
く
色
鮮
や
か
な
磁

器
を
作
り
続
け
て
い
る
。近

年
観
光
地
化
が
進
ん
で
お

り
、街
の
中
心
部
に
は
磁
器

を
扱
う
土
産
店
や
民
宿
な
ど

が
開
業
し
て
い
る
。実
際
に

ろ
く
ろ
を
回
し
て
磁
器
作
り

体
験
を
す
る
こ
と
も
可
能

だ
。●

曹
魏
古
城

許
昌
市
の
中
心
部
に
あ

る
、三
国
時
代
の
魏
の
古
都

を
再
現
し
た
商
店
街
。現
地

の
土
産
店
に
加
え
、飲
食
店

な
ど
が
多
数
並
ん
で
お
り
、

商
店
街
の
最
奥
で
は
曹
操
の

巨
大
な
像
が
観
光
客
を
出
迎

え
る
。

洛
陽
市
は
、東
周
、後
漢
、

三
国
時
代
の
魏
な
ど
の
都
が

置
か
れ
た
古
都
。隋
・
唐
の
時

代
に
は
副
都
と
さ
れ
た
。当

時
の
街
並
み
を
再
現
し
た
観

光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
ほ
か
、

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
龍
門
石
窟
も
、こ
こ

洛
陽
市
の
郊
外
に
あ
る
。

●
関
林

三
国
志
の
英
雄
・
関
羽
を

祭
っ
た「
関
帝
廟
」で
、こ
こ

に
は
関
羽
の
首
塚
が
あ
る
。

「
廟
」は
皇
帝
の
墓
を
意
味
す

る
も
の
で
、関
羽
も
後
世
に

神
格
化
さ
れ
て
い
る
が
、生

前
は
将
軍
の
た
め「
将
軍
の

墓
」と
い
う
意
味
の「
林
」を

と
っ
て
関
林
と
名
付
け
ら
れ

た
。中
国
最
古
の
関
亭
廟
の

一
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
商
業
の
神
様
」と
し
て
名

高
い
関
羽
は
現
代
で
も
多
く

の
人
に
慕
わ
れ
て
お
り
、過

去
に
は
清
朝
末
期
の
権
力
者

・
西
太
后
も
訪
れ
た
場
所
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

●
隋
唐
洛
陽
城
国
家
遺
跡

公
園隋

や
唐
の
時
代
に
栄
え
た

洛
陽
の
遺
跡
が
残
る
旧
市
街

の
中
心
部
に
あ
る
公
園
で
、

応
天
門
、明
堂
、天
堂
な
ど
の

建
築
遺
跡
が
有
名
。中
で
も
、

朝
廷
の
即
位
式
や
宴
会
な
ど

の
重
要
行
事
が
行
わ
れ
た
応

天
門
は
、現
代
の
建
築
物
で


階
建
て
の
高
さ
に
相
当
す

る
大
き
さ
を
誇
り
、当
時
の

中
国
で
は
最
も
格
式
の
高
い

城
門
と
さ
れ
て
い
た
。

●
洛
邑
古
城

隋
・
唐
時
代
の
旧
市
街
を

再
現
し
た
商
店
街
。飲
食
店

や
宿
泊
施
設
な
ど
が
多
数
立

ち
並
ぶ
。園
内
で
は
、宮
廷
音

楽
や
舞
踊
、戯
曲
な
ど
の
曲

芸
な
ど
が
公
演
さ
れ
、当
時

の
宮
廷
文
化
を
楽
し
め
る
。

●
龍
門
石
窟

洛
陽
市
内
で
外
せ
な
い
観

光
ス
ポ
ッ
ト
が
龍
門
石
窟

だ
。中
国
の
四
大
石
窟
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、２

０
０
０
年
に
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。中
国
で
仏

教
文
化
が
盛
ん
に
な
っ
た
魏

晋
南
北
朝
時
代
に
掘
削
が
活

発
化
し
、以
降
１
４
０
０
年

に
わ
た
っ
て
仏
像
の
制
作
が

行
わ
れ
た
。統
計
で
は
、約


万
体
の
仏
像
が
あ
る
と
さ
れ

て
お
り
、最
大
の
も
の
は


㍍
の
高
さ
が
あ
る
。

中
国
史
の
表
舞
台
に
幾
度
と
な
く

登
場
す
る
河
南
省
の
各
都
市
で
は
、

歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
や
博
物
館
、

資
料
館
を
複
数
訪
れ
る
た
め
の
観
光

地
づ
く
り
や
、
周
遊
ル
ー
ト
の
策
定

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。中
で
も
鄭
州
、

許
昌
、
開
封
、
安
陽
、
洛
陽
と
陝
西

省
の
西
安
を
結
ぶ
ル
ー
ト
は
文
化
遺

産
の
道
「
王
朝
街
道
」
と
呼
ば
れ
、

２
０
０
３
年
か
ら
は
定
期
運
行
の
観

光
バ
ス
「
王
朝
街
道
エ
ク
ス
プ
レ
ス

バ
ス
」
も

年
ま
で
運
行
さ
れ
た
。

現
在
も
こ
れ
ら
各
都
市
を
巡
る
の
に

は
バ
ス
で
の
移
動
が
便
利
で
、
「
王

朝
街
道
」
の
中
心
地
に
位
置
す
る
鄭

州
を
起
点
に
旅
の
計
画
を
練
る
の
が

お
す
す
め
と
な
っ
て
い
る
。
西
安
は

隣
の
陝
西
省
に
あ
り
、
鄭
州
か
ら
は

距
離
が
あ
る
た
め
、
洛
陽
か
ら
高
速

鉄
道
を
使
っ
た
移
動
が
最
適
だ
。

洛
陽
市
内
の
龍
門
石
窟

の
近
辺
に
、
２
０
２
４
年

開
業
。
客
室
か
ら
見
渡
せ

る
庭
園
は
、
中
国
の
伝
統

的
様
式
を
採
用
し
て
い

る
。客
室
は
全
２
１
６
室
。

館
内
に
は
大
小
会
議
室
が

五
つ
、
４
０
０
人
が
収
容

可
能
な
Ｖ
Ｉ
Ｐ
応
接
室
に
加
え
、
多
目
的
ホ
ー
ル
や
宴

会
施
設
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。

☎
０
３
７
９
（
６
６
７
５
８
８
８
８
）

２
０
１
９
年
、オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
低
層
階（
１
～
６
階
）

に
開
業
。
最
上
階
の
６
階
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ロ
ア
、
３

階
に
は
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
、
４
階
に
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
が

あ
る
。
客
室
は
２
１
５
室
用
意
し
て
お
り
、
客
室
フ
ロ
ア

に
は
仕
事
や
勉

強
、
読
書
な
ど

で
利
用
で
き
る

書
店
も
あ
る
。

『
三
国
志
』
『
水
滸
伝
』
な
ど
の
書
物
を
購

入
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

☎
０
３
７
９
（
６
３
１
２
６
６
６
６
）




